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内容 
 

放哉を知る 

尾崎放哉の生涯      瓜生鐵二 

放哉と烏取        小山貴子 

「放哉」という名の現象  見目 誠 

 
放哉に触れるための本 

   
放哉を訪ねる－烏取の放哉ゆかりの地－ 

 
略年譜 

執筆者紹介 

          

 

 

 

尾崎放哉（おさき ほうさい 1885～1926）は、鳥取

市出身の俳人です。エリートコースを歩みながらも人

生の後半は放浪の旅に出、41 歳で生涯を終えました。 

「咳をしても一人」「入れものが無い両手で受ける」

「春の山のうしろから烟りが出だした」などの代表作

をはじめ、多くの作品を発表しました。 

その放哉の生涯などを紹介する一冊です。 
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